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はしがき 
 
 この報告は，平成 25 年度文部科学省企画公募研究「学力調査を活用した専門的な課題分析に関す

る調査研究」の『全国学力・学習状況調査の結果を用いた東日本大震災による影響に関する調査研究』

に応募し，技術審査会等を経て採用された調査研究，「東日本大震災の学力への影響～IRT 推算値に

よる経年比較分析～」の成果をまとめたものである。 
 
 この調査研究では，文部科学省が実施した全国学力・学習状況調査の結果を用いて，全国データの

分析とともに，特に宮城県データに焦点を絞り，東日本大震災の影響の把握・分析を行った。また，

その過程の中で，経年比較分析を含めた今後予定されている調査にふさわしい統計的分析方法の適用

を試みた。具体的には以下の 3 点となる。 
 
（1） 東日本大震災の影響について，平成 21 年度及び平成 25 年度の全国学力・学習状況調査の結

果並びに平成 22 年度から平成 25 年度にかけて実施した文部科学省委託調査研究のデータを

用い，それらを等化・対応づけることで，震災前後の比較・分析等を行い，学力状況の変化を

把握する。 
（2） 上記の分析の過程で，今後予定されている「きめ細かい調査」に対応した精緻な分析に活かせ

るよう，主成分得点化による多数の質問項目数をもつ学習状況調査の情報の縮約，推算値デー

タにもとづく自治体・学校などの階層構造を前提としたマルチレベル分析を用い，学校レベル

と生徒レベルとの階層的な分析を試みる。 
（3） 当該分析の結果，被災にも関わらず学力が良好であるなどの特徴的な傾向が見られた学校等へ

の実地調査により，学校や教育委員会における効果的な取組や今後への示唆について，背景情

報を含めて把握・分析する。 
  
 なお，平成 22 年度文部科学省委託調査研究開始以来，継続して開発・改良してきた，BIB デザイ

ンにもとづく学力調査のための数学問題冊子は，その正答・採点基準・IRT 母数の推定値も含めて，

第 3 者による検証及び評価に資するため，昨年度の国語調査の問題冊子公開に引きつづき，本報告書

にてすべて公開する。 
 
 
 
 

研究代表者 柴山 直 
平成 26 年 3 月 31 日 

このページは白紙 
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1. 調査研究の概略 
 
 本調査研究では，平成 21 年度並びに平成 25 年度の全国学力・学習状況調査の結果を用いて，東日

本大震災の学力への影響の把握・分析を行うとともに，特に宮城県に焦点を当てて，被災にも関わら

ず学力が良好であるなどの特徴的な傾向が見られた学校等への実地調査により，学校や教育委員会に

おける効果的な取組や今後への示唆について把握・分析することを目的とした。具体的には， 
 

（1）東日本大震災の影響について，平成 21 年度及び平成 25 年度の全国学力・学習状況調査

（全数調査）の結果並びに平成 22 年度から平成 25 年度にかけて実施した文部科学省委託調

査研究のデータを用い，震災前後の学力状況の変化を把握すること， 
 
（2）その過程で，今後予定されている調査においてより精緻な分析に活かせるよう，多数の

質問項目数をもつ学習状況調査の情報の縮約，自治体・学校などの階層構造を前提とした分析

例を提示すること， 
 
（3）上記の分析の結果，被災にも関わらず学力が良好であるなどの特徴的な傾向が見られた

学校等への訪問インタビュー調査により，学校や教育委員会における効果的な取組や今後への

示唆について，把握・分析すること， 
 

を試みた。その際，統計的な手法としては，（1）においてはテストの等化（equating）及び対応づ

け（linking），（2）においては学力状況調査の主成分分析並びにその結果と学力とを接合した推算

値（plausible values: PVs） データに基づくマルチレベル分析（multilevel analysis）を利用した。

また，（3）については（1）と（2）によって見いだされた 4 つの学校，その学校が立地している自

治体のうち 3 つの自治体の教育委員会へ学校名・機関名・担当者名等の秘匿を条件に聞き取り調査を

行った。さらに測定モデル（Psychometric Model）としては項目反応理論 （Item Response Theory: 
IRT） モデルのうち，2 母数ロジスティックモデルを採用した。IRT 関係の分析にはすべて熊谷（2009）
による EasyEstimation シリーズを利用した。 
 
 次の第 2 章では震災前後の学力の変動をとらえるための手続について述べる。第 3 章では，マルチ

レベル分析により，学校レベルと生徒レベルの二つの視点から学力に影響した変数を考察する。第 4
章では，震災前に実施されていた学力向上に関する教育施策，及び震災後に実施されたさまざまな教

育施策を整理・概観する。第 5 章では，聞き取り対象校の絞り込みのための手続について述べる。第

6 章では，聞き取り調査の結果を整理し，第 7 章では結論を述べる。 
 
なお，全国的な学力調査において，サンプリング調査を前提にしながらも，幅広い学習領域をカバ

ーし，学力分布の経年比較を可能とする学力調査技術の開発のために進めてきた文部科学省委託調査

研究（柴山他，2010,2011,2012,2013）において開発・実施してきた数学の問題については，第 3 者

がその品質や妥当性を検証できるよう，その項目パラメタの推定値とともに公開する。 
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2. 震災前後で学力分布を比較するための手続 
 
2.1. 本調査研究の構成 

 
平成 21 年度並びに平成 25 年度に実施された全国学力・学習状況調査（全数調査）データを利用

して，震災前と震災後の変化をとらえるには，両年度の得点が比較可能である必要がある。しかし，

そのための直接的な情報，たとえば両年度間で同一の非公開の問題群や同一の児童・生徒集団など

が存在しない。一方，平成 22 年度から平成 25 年度までの文部科学省委託調査研究によって得られ

た等化済みのデータは存在する。年度内における実施時期の影響をどう考えるかが問題であるが，

時系列的には平成 21 年度の全国学力・学習状況調査と平成 22年度の委託調査研究が接合できれば，

委託調査研究データを通して，平成 21 年度及び平成 25 年度の全国学力・学習状況調査の結果が比

較できるようになる。そのため以下のような手続により，近似的な比較をおこなうことを考える（図

1 参照）。 
 

（1） 対象教科は数学，学年は中学 3 年生とする。 
 
（2） 以下の 2 つの仮定を置く。いずれも実際にはきわめて厳しい仮定となるため，平成 21

年度と平成 25 年度の結果をあくまでも「近似的に」比較していることには注意が必要

である。 
 

【仮定 1】：先行研究並びに NAEP（National Assessment of Educational Progress:
全米教育進捗度調査または全米学力調査）の分析結果等から，数年間程度のスパンで

は学力分布にはほとんど変化が生じないことがわかっていることから，平成 21 年度及

び平成 22 年度の全国学力調査のあいだで学力分布には差がないと仮定する。 
 
【仮定 2】：年度内に於ける 2 つの調査の実施時期がずれていることから，生徒集団

の学力は，秋に実施した委託研究調査を受けた時の方が春の全国学力・学習状況調査

の際の学力よりも，平均的にみて向上していると考えるのは自然である。その変動分

（増加分）を平成 21 年度と平成 25 年度ともに同一と仮定する。 
 
（3） 上記の仮定の下，平成 21 年度と平成 25 年度の全国学力・学習状況調査データのうち，

宮城県のデータを平成 22 年度の文部科学省委託研究で得られた尺度上で表現する（対

応づけする）ことによって比較する。 
 
（4） 一方，クロスチェックのため，全国学力・学習状況調査において平成 25 年度の全国デ

ータから推定した項目母数を，岩手県，宮城県，福島県のデータを含めた場合と含め

ない場合との 2 つのケースに分けて推定し，これらを互いに比較し，（3）との整合性

を確認する。 
 



5 

 

 
 

 
  

図
1
 
本

調
査
研

究
の
概

念
図

 


	1.pdfから挿入したしおり
	目次
	1.  調査研究の概略
	2.　震災前後で学力分布を比較するための手続
	2.1  本調査研究の構成
	2.2  分析に利用したデータ
	2.3  データの収集手続
	2.4  分析手続の概略
	2.5  震災前後の経年変化分析のための平成21年調査と平成25年調査との対応づけの手続と結果

	1360689_2.pdfから挿入したしおり
	（2の続き）
	2.6  採用したIRTモデル
	2.7  EAPとPVの基礎統計量の比較
	2.8  宮城県データに対する全国学力調査の信頼性係数
	2.9  項目母数の推定の際の被災3県の位置づけ
	2.10 項目母数推定の際のサンプルサイズの影響

	3.  マルチレベル分析による推算値を使った震災の学力への影響分析
	3.1  使用する変数
	3.2  分析モデル
	3.3  分析結果
	3.4  まとめと考察

	4.  震災前後における学力向上及び学習支援に関する教育施策の概観
	4.1  宮城県における学力向上関連施策
	4.2  震災後の国及び宮城県において実施された施策等
	4.3  宮城県内公立高校、市町村立小中学校の施設の復旧状況等
	4.4  宮城県の学力向上サポートプログラム事業
	4.5  学力向上研究指定校事業
	4.6  市町村教育委員会学力向上パワーアップ支援事業
	4.7  志教育支援事業（県委託事業）（県委託，1年）
	4.8  学び支援コーディネーター等配置事業（文科省委託事業）
	4.9  確かな学力の育成に係る実践的調査研究（文科省委託事業）

	5.  聞き取り調査対象校の抽出
	5.1  全国的な傾向
	5.2  宮城県における状況
	5.3  調査対象校

	6.  聞き取り調査の結果
	6.1  A市A中学校への聞き取り調査結果
	6.2  B市B教育委員会とB中学校への聞き取り調査結果
	6.3  C市C教育委員会とC中学校への聞き取り調査結果
	6.4  D市D教育委員会とD中学校への聞き取り調査結果

	7.  データ分析及び聞き取り調査からの結論

	1360689_3.pdfから挿入したしおり
	資料1：全国学力調査中学数学の項目母数の推定値
	資料2：本委託調査研究で利用した項目母数の推定値一覧
	資料3：本調査研究で利用したBIBデザイン
	資料4：本調査研究で使用した数学の問題
	資料5：項目セットごとの正答及び採点基準一覧
	資料6：マルチレベル分析のためのSPSSシンタックス
	資料7：A中学校の聞き取り記録
	資料8：B教育委員会及びB中学校の聞き取り記録
	資料9：C教育委員会及びC中学校の聞き取り記録
	資料10：D教育委員会及びD中学校の聞き取り記録



